
「 が ん 」 の 保 障 　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き
抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に
１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付
金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き
１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料
払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介
（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞
ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6
東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間
を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円
ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・
保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

東
京
地
区
は
、
5
月
11
日
、
南
部

労
政
会
館
で
午
前
と
夜
の
２
回
行
に

わ
た
り
行
わ
れ
た
。
東
海
本
部
か
ら
、

こ
の
間
の
諸
要
求
に
基
づ
く
経
過
報

告
と
考
え
方
が
示
さ
れ
、
「
こ
の
運

動
を
通
じ
て
分
会
活
動
の
活
性
化
を

目
指
そ
う
」
と
提
起
が
あ
っ
た
。

新
幹
線
地
本
の
佐
藤
書
記
長
は
、

「
交
渉
に
む
け
た
取
り
組
み
、
意
思

統
一
の
場
と
し
、
同
じ
職
場
の
他
労

組
の
仲
間
の
声
も
反
映
し
で
き
る
よ

う
に
」
と
述
べ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
駅
職
場
は
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
は
非
常
に

忙
し
い
が
、
祝
日
手
当
が
付
く
日
と

付
か
な
い
日
が
期
間
中
に
あ
り
不
公

平
で
あ
る
。

賃
金
と
手
当
て
の
改
善
は
で
き
な

い
か
、
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

５
月
７
日
、
静
岡
地
区
は
、
静
岡

地
方
本
部
会
議
室
で
開
催
し
、
静
岡

地
本
役
員
、
支
部
、
分
会
、
地
方
職

協
の
各
代
表
28
名
が
集
ま
っ
た
。

そ
の
中
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
集
約

用
紙
へ
の
記
入
が
目
的
で
は
な
く
、

職
場
や
分
会
で
い
か
に
議
論
が
さ
れ

る
の
か
が
重
要
、
明
確
な
根
拠
に
基

づ
い
た
要
求
を
上
げ
て
い
く
こ
と
を

基
本
に
、
各
分
会
に
持
ち
帰
り
、
職

場
集
会
・
分
会
集
会
を
開
催
し
な
が

ら
集
約
す
る
こ
と
を
意
思
統
一
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
諸
施
策
の
要
求

作
り
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

東
海
本
部
職
協
と
地
方
職
協
の
ル
ー

ト
の
確
立
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ

た
。

労
働
協
約
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

配
布
し
て
も
回
収
し
き
れ
な
い
こ
と

も
あ
る
が
、
運
動
と
し
て
は
ど
う
か

と
思
う
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
伴

い
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
集
約
し
て
い

る
、
な
ど
の
が
述
べ
ら
れ
た
。

名
古
屋
地
区
は
、
５
月
12
日
、
名

古
屋
国
鉄
会
館
で
開
催
し
、
地
本
役

員
、
支
部
、
分
会
か
ら
の
参
加
で
行

わ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
の
発
言
で
は
、
「
54

才
以
上
の
出
向
、
専
任
社
員
は
高
齢

で
身
体
の
衰
え
、
新
ら
し
い
機
器
類

へ
の
対
応
で
不
安
」
「
Ｊ
Ｒ
他
社
と

の
比
較
は
」
「
専
任
社
員
は
、
賃
金

ダ
ウ
ン
、
職
場
の
固
定
化
、
業
務
量

の
差
な
ど
に
不
満
が
あ
る
。
業
務
量

に
見
合
う
要
員
配
置
を
」
「
昇
進
試

験
に
国
労
は
受
か
ら
な
い
」
「
２
年

目
の
社
員
が
保
存
休
暇
を
持
つ
の
は

お
か
し
い
」
「
人
間
の
注
意
力
に
頼

る
安
全
対
策
は
限
界
」
「
若
い
人
の

業
研
、
勉
強
会
が
多
く
、
そ
の
後
の

飲
み
会
が
あ
り
、
業
務
に
支
障
が
で

る
ほ
ど
」
「
マ
ナ
カ
の
相
互
利
用
が

始
ま
り
、
強
制
終
了
の
手
続
が
４
倍

ほ
ど
増
」
「
勘
違
い
で
２
分
遅
れ
に

な
り
、
翌
日
は
日
勤
教
育
。
見
せ
し

め
の
日
勤
教
育
を
や
め
さ
せ
る
べ
き
」

「
自
動
車
職
場
か
ら
の
出
向
者
を
放

置
す
る
な
」
「
遅
刻
し
た
も
の
に
、

前
日
の
睡
眠
の
記
録
を
入
力
さ
せ
て

い
る
」
「
管
理
が
細
か
く
な
る
一
方

で
、
審
査
課
に
問
い
合
わ
せ
る
と
た

ら
い
回
し
に
さ
れ
る
」
「
ホ
ー
ム
の

飛
び
込
み
自
殺
で
、
非
現
社
員
が
出

動
し
た
が
駅
管
理
者
が
対
応
す
べ
き
」

な
ど
、
現
場
の
実
状
や
問
題
が
次
々

に
出
さ
れ
た
。

大
阪
地
区
は
、
５
月
18
日
、
大
阪
・

西
町
甲
東
会
館
で
開
催
し
、
地
区
本

部
役
員
と
分
会
で
18
名
が
参
加
し
た
。

多
く
意
見
が
交
わ
さ
れ
質
問
や
要

望
も
多
く
出
さ
れ
た
。

電
気
所
分
会
か
ら
は
、
新
規
採
用

者
と
逆
出
向
者
で
出
向
の
穴
埋
め
を

し
て
い
る
が
、
逆
出
向
を
受
け
入
れ

る
な
ら
、
出
向
を
出
す
な
。
ベ
テ
ラ

ン
社
員
を
出
向
か
ら
戻
す
べ
き
、
と

発
言
し
た
。

定
期
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
会

社
は
「
自
己
の
時
間
で
行
け
」
と
い

う
姿
勢
が
あ
る
、
と
述
べ
た
。

（
２
面
に
続
く
）

２０１２年５月３０日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３１９（１）

東海本部Ｅメールアドレス nru-tk-tky3@star.odn.ne.jp
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東
海
本
部
は
、
12
春
闘
総
括
と
12
年
度
の
労
働
協
約
及
び
会
社
諸
計

画
に
対
す
る
要
求
づ
く
り
に
向
け
た
オ
ル
グ
を
東
京
、
静
岡
、
名
古
屋
・

大
阪
の
４
地
区
で
実
施
し
た
。
今
後
、
各
地
本
と
職
協
と
共
に
、
今
回

出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
を
検
討
し
、
要
求
作
り
が
行
わ
れ
る
。

12春闘総括、労働協約改訂、会社諸計画要求で意思統一

東
京
地
区

静
岡
地
区

名
古
屋
地
区

大
阪
地
区



２０１２年５月３０日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３１９（２）

東海本部Ｅメールアドレス nru-tk-tky3@star.odn.ne.jp

「
繰
り
上
げ
４
型
」
の
よ
う
に
問

題
が
あ
る
勤
務
が
増
加
し
労
働
強
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

職
場
３
大
要
求
で
「
国
労
と
話
を

し
な
い
」
現
場
管
理
者
も
い
る
。

昇
格
で
大
卒
と
高
卒
別
に
昇
進
数

を
明
ら
か
に
す
べ
き
。

現
場
の
第
一
線
で
頑
張
っ
て
い
る

人
が
主
任
に
登
用
さ
れ
る
べ
き
。

国
労
は
「
扶
養
手
当
」
の
改
善
を

は
じ
め
１
０
０
項
目
以
上
の
改
善
を

勝
ち
取
っ
て
き
た
。
間
違
い
な
く
国

労
の
成
果
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
成

果
を
も
っ
と
宣
伝
す
べ
き
で
あ
る
。

省
エ
ネ
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
、

リ
ニ
ア
は
新
幹
線
の
３
倍
の
電
力
を

必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
。
国
労
東
海

と
し
て
の
見
解
を
出
し
て
欲
し
い
。

出
さ
れ
た
意
見
や
地
方
・
職
協
か

ら
の
原
案
を
基
に
要
求
を
作
成
す
る
。

①

今
回
の
電
力
不
足
の
対
応
策
と

し
て
、
大
口
需
要
家
に
対
す
る
15
％

の
節
電
要
請
に
対
す
る
見
解
と
対
策

を
明
ら
か
に
。

②

昨
年
か
ら
の
節
電
・
省
力
化
の

取
り
組
み
実
績
を
明
ら
か
に
。

③

関
西
電
力
管
内
で
の
、
節
電
対

策
を
明
ら
か
に
。

④

「
需
給
ひ
っ
迫
警
報
」
が
出
さ

れ
た
際
の
、
緊
急
の
節
電
要
請
に
対

す
る
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
。

⑤

厚
生
労
働
省
に
よ
る
「
職
場
で

の
熱
中
症
対
策
の
徹
底
」
に
対
す
る

Ｊ
Ｒ
東
海
と
し
て
の
見
解
と
熱
中
症

対
策
を
明
ら
か
に
。

①

会
社
施
設
内
で
の
減
灯
・
消
灯

等
の
節
電
に
際
し
て
は
、
安
全
の
確

保
を
優
先
し
、
労
案
法
の
定
め
を
下

回
ら
な
い
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。

②

夏
季
に
お
け
る
運
輸
系
統
社
員

の
制
服
を
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
の
も
の
に
。

③

夏
季
制
服
の
素
材
を
軽
量
・
速

乾
性
・
通
気
性
に
優
れ
た
も
の
に
す

る
こ
と
。

④

夏
季
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

の
更
な
る
推
進
を
図
る
こ
と
。

⑤

自
家
発
電
と
蓄
電
池
の
増
強
及

び
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
推

進
す
る
こ
と
。

節
電
・
省
力
化
、
熱
中
症
の
取
り
組
み

ク
ー
ル
ビ
ズ
対
策
等
で
Ｊ
Ｒ
東
海
に
申
し
入
れ

５
月
25
日
、
東
海
本
部
は
、
国
労
東
海
申
11
号
で
、
「
節
電
・
省
力

化
等
の
取
り
組
み
と
熱
中
症
及
び
ク
ー
ル
ビ
ズ
対
策
に
つ
い
て
」
の
申

入
れ
を
行
っ
た
。

昨
年
発
生
し
た
原
発
事
故
を
機
に
、
各
電
力
会
社
の
原
発
稼
働
の
是

非
が
問
わ
れ
、
現
在
、
国
内
の
全
原
発
が
運
転
停
止
と
な
っ
て
い
る
。

東
海
本
部
は
、
政
府
が
今
夏
の
電
力
供
給
不
足
が
避
け
ら
れ
な
い
状

況
と
判
断
し
、
電
力
不
足
の
対
応
策
を
正
式
決
定
し
た
こ
と
に
基
づ
い

て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
会
社
へ
の
影
響
や
節
電
対
策
の
内
容
等
に
つ
い
て
解
明

要
求
５
項
目
を
求
め
た
。
ま
た
、
「
熱
中
症
対
策
」
と
「
ノ
ー
ネ
ク
タ
ー

化
」
な
ど
具
体
的
要
求
５
項
目
も
申
し
入
れ
た
。

具
体
的
要
求
５
項
目

貨
物
支
社
に
夏
季
手
当
と

賃
金
「
未
払
い
分
」
支
払
い
要
求
を
提
出

東
海
本
部
は
、
貨
物
東
海
支
社
に

夏
季
手
当
の
３
．
０
カ
月
分
、
６
月

29
日
支
払
い
を
申
し
入
れ
た
。

ま
た
、
表
題
の
２
０
１
０
年
度
賃

金
「
未
払
い
分
」
の
支
払
い
も
同
時

に
求
め
た
。

継
続
し
て
要
求
し
て
い
る
年
休
の

完
全
消
化
で
き
る
要
員
の
確
保
や
契

約
社
員
、
臨
時
社
員
も
社
員
と
同
様

の
夏
季
手
当
て
の
扱
い
に
な
る
こ
と

を
含
む
８
項
目
を
申
し
入
れ
た
。

５
月
25
日
、
貨
物
会
社
に
賃
金

「
未
払
い
分
」
の
支
払
い
を
求
め
た
。

こ
の
問
題
は
、
２
０
１
０
年
度
の

新
賃
金
交
渉
で
会
社
が
、
厳
し
い
経

営
状
況
な
ど
を
理
由
に
４
月
か
ら
９

月
分
の
定
期
昇
給
を
見
送
り
「
未
払

い
分
」
と
し
、
「
業
績
を
踏
ま
え
期

末
手
当
に
反
映
す
る
」
と
し
た
こ
と

を
確
認
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
会
社

は
11
年
３
月
の
交
渉
で
、
「
夏
季
手

当
で
未
払
い
分
の
一
部
」
と
し
夏
季

手
当
て
で
補
填
し
た
と
主
張
し
た
。

国
労
は
、
支
払
う
べ
き
賃
金
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
申
し
入
れ
と

な
っ
た
。

解
明
要
求
５
項
目

5/25

未
払
い
賃
金
を
求
め
る

１．告示日 ６月９日(土)

２．投票日 ６月20日(水)

３．立候補締切 ６月13日(水)

４．不在者投票 ６月17日～19日

全国・東海の大会選挙 ５
月
21
日
、
東
海
本
部
は
、
貨
物
東
海
支
社
に
対
し
、
２
０
１
２
年
の

夏
季
手
当
の
支
払
い
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
５
月
25

日
に
は
、
国
労
本
部
の
指
示
に
基
づ
い
て
貨
物
本
社
及
び
東
海
支
社
に
、

２
０
１
０
年
度
の
賃
金
「
未
払
い
分
」
を
、
当
時
の
交
渉
確
認
を
踏
ま
え

て
支
払
う
こ
と
を
申
し
入
れ
た
。

夏
季
手
当
て
申
し
入
れ


